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②パネル組立
３.補強材の固定
ⅱ.梁の補強

[完成図]

ー全部で12か所(両側含め)

ーY2/Y3/Y4/Y5共通

ーY1/Y6の外側の下の補強材
　のみLVL角材40x90

上と下の補強材は裏と表の両側

の２枚で補強して下さい

合板　18mm厚　90x460 (mm)　288枚 合板　18mm厚　225x460 (mm)　72本

コーススレッド　51mm　1440本 コーススレッド　32mm　720本

合板補強材

合板補強材（下側に合わせる）

合板補強材（上側に合わせる）
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LVLには51㎜を、合板には32㎜のビスを10本ずつ打ってください

②パネル組立
６.柱の組立てと補強材固定
ⅲ.柱の組立て（Y3/Y4）
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前網浜ベニヤハウス
皆で、  早く、  安く、  簡単に。　―ベニヤによる構法―

2011年に東日本を襲った津波によって被害を受けた漁村のコミュニティのための、漁業用倉庫兼集会所。漁
村の住民によって建設された。

漁村の住民＝建設の素人による施工のため、簡単に建設できるシステムを考案する必要があった―ベニヤの
三六板（910x1820mmボード）を無駄のないよう455mmのモジュールのパーツに分割し、それらに切込み（ノ
ッチ）をCNCルーターにより施す。そのノッチを相互に差挟むことで柱・梁を構成する。１つのパーツの大きさ
は、大人ひとりで楽に持ち運べる大きさとした。

どこにでもある安価な素材で、誰にで も簡単に、素早く建設ができる。
自ら協力しあって建設することで、愛着を持って建築が受け入れられる。
ベニヤで組み立てられた漁村の小さな倉庫が、新たな建築の可能性を示唆する。

②パネル組立
１.基礎梁の組み立て
ⅰ.Y1の基礎梁

[完成図 Y1]

※片側の柱はまだ組み立てないこと
　基礎に緊結してから組み立てる
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建設の全ての工程と手順を図示することで、

始めて建設に参加する人でも簡単に建設の過程を理解できる。

建設マニュアル・・・
組み立てるパ―ツを切り出す

CNCルーターを使用 小屋組みの完成
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